
問
敦
賀
延
伸
は
北
陸
を
訪
問
さ
れ

る
観
光
客
等
を
呼
び
込
む
チ
ャ
ン

ス
と
考
え
る
が
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。

答
商
工
観
光
部
長

北
陸
地
方
と
関
西
地
方
と
の

速
達
性
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
5
年
に
は
大
阪
・
関
西
万
博

が
開
催
さ
れ
る

た
め
、
新
た
な

観
光
誘
客
の

可
能
性
を
広
げ

る
と
捉
え
て
い

ま
す
。

問
首
都
圏
な
ど
か
ら
嶺
南
地
域
を

訪
れ
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
本
市
を

周
遊
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
商
工
観
光
部
長

福
井
嶺
南
地
域
と
高
島
市
の
特

徴
を
生
か
し
、
周
遊
性
を
活
か
し
た

観
光
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
成
果
を
ど
の

よ
う
に
今
回
の
チ
ャ
ン
ス
に
繋
げ
る

の
か
。

答
商
工
観
光
部
長

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
な
ど
で
こ
れ

ま
で
の
関
係
性
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、
継
続
し
た
情
報
発
信
で
認
知
度

向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
台
湾
大
手
メ
デ
ィ
ア
を
招
致
し

た
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
や
、
渡
航
で
の
営

業
活
動
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
通
勤
費
へ
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

答
市
民
生
活
部
長

米
原
市
の
新
幹
線
通
勤
の
補
助

制
度
は
、
県
内
唯
一
の
新
幹
線
停

車
駅
の
強
み
を
生
か
し
た
制
度
で
、

転
入
者
が
対
象
で
す
。
市
で
は
、
近

江
今
津
駅
発
着
の
特
急
サ
ン
ダ
ー

バ
ー
ド
が
検
討
対
象
で
す
が
、
本
数

が
少
な
く
、
定
期
券
を
活
用
で
き
る

ケ
ー
ス
は
少
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
南
沼
市
有
地
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
周
辺
地

域
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
通
り
等
の
活
性

化
を
含
め
利
活
用
を
ど
う
進
め
る

の
か
。

答
商
工
観
光
部
長

南
沼
市
有
地
は
、
近
江
今
津
駅

周
辺
地
域
の
活
性
化
を
考
え
る
上
で

重
要
な
要
素
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

利
活
用
の
検
討
を
進
め
ま
す
。
浜
通

り
や
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
通
り
は
、「
ま
ち
の

ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
結
び
付
く
地
域
リ

ソ
ー
ス
の
再
評
価
と
磨
き
上
げ
に
よ

る
魅
力
づ
く
り
」
が
重
要
で
、
こ
う

し
た
方
向
性
を
軸
に
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

北陸新幹線敦賀延伸
なども捉えた

まちの活性化について

早川　浩德 議員

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
は
、

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
は
、

観
光
客
等
を
呼
び
込
む
チ
ャ
ン
ス

観
光
客
等
を
呼
び
込
む
チ
ャ
ン
ス

と
考
え
る
が
ど
う
か

と
考
え
る
が
ど
う
か

問
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
、
新
た
な
観
光
誘
客
の

可
能
性
を
広
げ
る
と
捉
え
て
い
ま
す

答
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